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臨ll1・はしがき
，醗輝が降ると各種の災害が起る・その被害高は搬に雨

　鞍，・量が多い程多く，100mm以上の雨量があると相当の被

難◇轡こなることなどカく知られている力糧的には糊

劉らかでない・そこで・この関係を酬こするために降水

．瓢・、㌧量と被害との関係を調べて見た・
職、・．

急に賢羅鰍難力、ある瓜ここで、よ

，騨△1資料の関係上まず県別に田畑の浸水・流失および埋没面

　　　積との関係を調べて見た．被害を表わす目安としては，

　　　被害面積の全耕地に対する比率，すなわち被害率・4をと

　　　る．つぎに降水量としては区内観測所の資料も用いて県

　．鵜，．李均の総降水量Rをとる．なお資料は昭和10，11，

　　　，12，13，22．25および26年の水害については主とし

’1ド、て豪雨調査報告から，室戸，キテイー1アイオソ，ジエ

蕪』一シ・カスリソ・デラ・ルース・ダイナー・キジヤ・ケ

・離『，・・イト台風等はそれぞれ異常気象報告からとつた・

・欝零，』一被害の模様は雨の性質にも関係すると思われるので・

臨まず夏季の醐こよる雨の場合姻とRのと関係を

　　　．調べて見ると第1図のよろになる・

　　　　点は相当ばらつくがハとRはほぼ比例しているこ

　　　とがわかる．、しかしこれらの点のばらつきを地域的に見

　，崎と・日本の南部と北部でははつきりと分れており・同

　　　　話
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田畑の被害率丑　と降水李年比R／Ro
との関係（前線による豪雨）

4ω％

じ降水量でも北に行く程被害が多いことを示している・

とこ1ろで雨量は一般に南の方が多いから，被害高にも李’

年の雨量が関係するだろ弓と考えられる・．そこで夏季の
ア

雨量として6月の県亭均の総降水量Ro（1931年から

1940年までの10年李均）をとり，第1図の各地に記

　　　　　　入してRoの等値線を引いて見るとかなり』

　　　　　　きれいに分れ，Ro＝const・の曲線群はほ

　　　　　　ぼ拠物線で与えられることがわかる・そこ

　　　　　　で試みに乃とR／Roの関係を調べると，

　　　　　　第2図のよろにかなりよくまとまる・そし

　　　　　　てA、に対するちらばりの申心をおさえて、

　　　　　　行くと拗物線が得られる．そこで最小自乗

　　　　　　法で実験式を求めると

　2。。　　300　4・・　　5・0　　　　、7・・　　800”眠
　　　　　　　　　R
田畑め被害率。4，総降水量Rおよび6月グ）李均

月，総降水量Roとの関係（前線による豪雨）
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r＝：0．67，　ハ7ニ54
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となる（ただし■はノ42とR／Roの相関　・

係数，1Vは統計した箇数である）‘このこ“
とか猫の・4・％が洪水となる限界雨　一湖

量であることがわかる。なお第1図の拠物、～

線は（1）式で計算した、ものである．

　　　　　　　　　　　　　　・』，』☆3；、

　　　 ，獄』』融，』・1「☆☆〕1△暴
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　つぎに台風による雨にっいて調べて見る≧よく似た関

係があるから，前と同様に求めると実験式は

，み〒・・47確＝δ1ラレ…一・…∴・一』（2）

■＝＝0．47，　ノ〉＝115

となる．すなわち洪水限　　ψ

　　　　　　　　　　　　60界雨量はRoの77％で

（1）の時より70％程

小さくなつている．これ　50

は前線による雨と台風に

よる雨との性質が蓮ろた　40

めであつて，一般に台風A

による雨は降雨時間が短　δ・

かく，前線によるものは

長い．また台風の進行速　2。

度が早い程被害が多い傾

向がある．これは速度が　ノo

・早い程降雨時間が短くな

るためで’あろろ．そこで
　　　　　　　　　　　　　つぎに降雨日数丁を考　　0、　　1σ0尺肺尺。綱的

慮して見た．前線と台風第5図　田畑の被害率み
　　　　　　　　　　　　　　と降雨時間丁（日）を考
の場合をいつしよにして
　　　　　　　　　　　　　　慮に入れた1降水李年比
降雨日、数で分け、　（1）　　　R／〉！アR。との関係

と（2）式を参考にして　　　（前線と台風による豪

調べると，ノ42は〉イTに　　　雨）

逆比例していることがわかる．第3図は・4とR／〉！TRo

の関係を示したもので実験式は

　　、孟一・・664禽一9・46一・・…一…一（3）
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、

○ ●

●

■ ●

●

●　　● ●

●　　　　　　●

o
■

■　「

●

●

●

●

●　　　　　，　　　●
●　　　　　　・

● ●

・●●

■

O　●
　　　σ　　●●　　　　　　●

・｝勧
　　　　　　∂ρ
．…、の． ●

φ●
　　　　　噛●●●
　　●　　　o ●

●　　　　　　　●　　　　o ●

となる．（3）式にT＝10日および’T＝3日を代入す

ると次の二式が得られる．

　　　　ハー・・374看一・・45……1・一………（・ン

　　　　　　　　ノ　　　　Ar・・52轟るτ96・・r・……一一（2ン

（1）’と（2）1は夫々’前に求めた（1）と（2）によく

一致している．そして（3）式でいくつかの’Tに対し

て洪水限界雨量を求めるとつぎの表のよ5になる・Roは

九州を除くと西日本で，200mml東北地方で100mm

5／・・日

　　　　　　　　　　　　　　　鞠’　　1「一，1♪、」㌧ い
， ・沼1擦螺

　3．降雨彊度との関係　　』　　　　・　］　 い
、

漕
， 蝶塊

て誠立つことがわかる・舜わち鈎！7と丁螂膿
の最大日雨凱との関係を図示したのが第“鴫1ヂ☆蒸

　　鰍’　　　　　　　　　　　　　　　△零　

脚

　　　遡　　　　　　　　　　　　　　　、，購

　　助デ

　　　200　　　　　　　　　　　　　　　　「，、、擁う

　　　ノoo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　’，講鐸

　　　0…　ω2・・3・・4ω「僻．』』・藩
　　　　　　　　　　　　尺ノ　、　　　　　這§
　　・第4図総降水量Rと降雨日…数丁日間の最 　㌧鷺
　　　　　　．大日降水量R1の関係　　　　　　．　、1堂態寒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧，、謹

均的には　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　・、，惹
　　　　　　　R　　　　　　　　　　　　　　　　・・－∴⇒敵
　　　　　　π一鳥・一…一・一一一』・・（千宏ヨ鯨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラぢ　　　ドジマま
一
で
よく表わされる・ただげは日単位で1まかる・そ蘇凝

で総降水量の代りにR1を用い，前線の雨の場合につヤ》』求
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タて実瞼式を求めると　　　　　　　　　　　　　1蕗、譲
　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　1，㍉二∫鷺

　　　　ハー・・624葺『＝d泌一・一一∴・・（5磁

となり・こ浦（3）に（4）を代入しと瓢’た母ぶ漁
く一致している・このことから・われわれ峠最大日雨章1，，購i

が李年の6月李均雨量の44％になると被害が起り碑ビ◇，灘

めるといろごとがわかる・　　・　　1瀦
また降水量としては縣均の値を用いたカ㍉第一近砿灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すラロ　　　ヱニぜ

として測候所の降水量を用いてもかなりまでいくよ5で』、璽

ある．しかし測候所の降水量の方が台風の場合には相巻忌1爆

多い傾向がある・　　　　　　　　　　　　　　，　∵磯11

　またRoが被害高にきいてくるといろことは，長年マア1欝

自然と人工による治水が縦んの雨量に応じてなされで講

おり，これがまた洪水となる限界を定めていると炉える，職

であろ5・このこと臓重氏〔3〕縮摘してヤ・るとこを無

一である・一　　　　　　　　一・☆薫
最後にいろいろ御構をいただいた高橋告郎瑚罵麟

感　します・　一、！予締卸』講

〔1エ〔・魔幾欝の話，撫綿畷
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洪水限
界雨・量

1

・・46剣…3鳥 1．46Ro

位であるから身洪水限界雨量は7’＝1日の場合西日本

で92・nm，東北地方で46m・nとなる．この値は藏重

氏〔1〕による値とほぼ一致している．

、


